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１．はじめに
中山間地域における野生動物
中山間地域は日本の農地面積、農業産出額の約4割を占め

るとされる1)。食料生産を担うとともに、その地域にみられる里
地里山は野生生物の生息環境としても重要であるとされてい
る。しかし、近年では、農業の担い手不足や、耕作放棄地の増
加、集落機能の衰退等にともない、鳥獣被害が全国的に課題
となっている。そして、被害を受ける住民がもつ「被害認識」の
なかの有害鳥獣に対する否定的な価値観は、その地域におい
て様々な立場の住民と「被害認識」を共有する過程で先鋭化さ
れ、捕獲をめぐる意見に集約されやすいことが指摘されている
2)。
一方、野生動物管理における個体数管理はすべての種に対

して有効ではなく、たとえば、ニホンザル（Macaca fuscata）は
捕殺によって規模、行動圏が縮小された群れや、新たな加害
群によって被害が拡大することがあるため、環境整備や誘引物
の管理などの対策を総合的に行う必要があるとされている3)。
もちろん、鳥獣被害を及ぼす在来種すべてを捕獲、駆除を行う
ことは技術的に困難であり、また様々な動植物の生息場所に
なっている里地里山の生物多様性の保全も重要な課題であ
る。
　そのため、野生動物管理を行うにあたっては、行政や研究者
等といった関係者の協働や、それらに関する取り組みへの理
解を地域住民に促す必要があること、そして加害鳥獣に対し
て、その存在そのものに対する許容力をある程度もつことが地
域住民に求められている4)。中山間地域に暮らす市民が、動物
に関してバランスがとれた理解をするためには、里地里山に生
息する哺乳類の保全や有害鳥獣に関する課題等について学ぶ
ことを可能にする学習環境や資料等を作成することが必要であ
ると考えられる。全国各地で研修会や講習会、パンフレット作成
などの普及啓発に関する様々な取り組みが行われているが、
情報の更新頻度や地域ごとの動植物に関する異なる課題か
ら、必ずしも市民にとって有用な動物の資料や情報が常時提
供されているわけではない。
　これらのことから地域に特化した内容で、生息する哺乳類や
有害鳥獣に関する情報を扱った図鑑のような資料は、地域の
環境学習において価値があるのではないかと考え、ウェブサイ
トでの作成を想定した。
　環境教育を目的としたウェブサイト上の図鑑作成の事例は多
く報告されている5) 6) 7) 8)。また、ウェブ図鑑の優位性について
は、情報へのアクセスや更新が容易なことや、市民参加によっ
て作成が可能であること、モニタリングへの参加によって地域
の自然への興味関心を引き出せること、そして特定の地域に基
づいた情報の記載によって、対象者のより意欲的な学習につな
がることなどが挙げられている9)10)。
　本研究では、山梨県上野原市に生息している哺乳類および
有害鳥獣に関する観察記録、画像、動画、解説を掲載したウェ
ブ図鑑を作成した。また、小学生児童を対象とした生物モニタリ
ングのプログラムにおいてウェブ図鑑を活用するとともに、プロ
グラムの過程で得られた動画や情報を図鑑に反映するなどの
運用を行い、環境教育での活用方法についての検討を行っ
た。

山梨県上野原市における鳥獣被害対策
　山梨県上野原市は、山梨県の東部に位置し、神奈川県相模
原市や東京都西多摩郡と隣接している。面積は170.57㎢で、
市内には桂川、鶴川、仲間川、秋山川やそれらの支流が流れ
ており、山岳や前述の河川によって形成された河岸段丘等の
自然環境がある。

　このような環境下にある上野原市では、野生鳥獣による被害
があり、ニホンザル、アライグマ、イノシシなどの計8種が上野
原市鳥獣被害防止計画における対象鳥獣として指定され、山
梨県第二種特定鳥獣管理計画等を踏まえて被害対策を行って
いる11) 12)。

　
２．方法
　市民参加による魚類図鑑の制作を行った宮崎ら(2008)によ
れば、「生物モニタリングを環境学習の一環として行う第一段階
と，その生物モニタリングの結果をもとに教材として魚類図鑑を
制作する第二段階との二段階に分けることができ、また、それ
ぞれから得られる環境啓発の効果が異なる」としている13)。これ
らを元に本研究におけるウェブ図鑑の制作過程として次の二つ
の段階を想定し、第一段階は永野ら（2010）や田坂（2021）、第
二段階は、櫃本ら（2014）を参考にした14) 15) 16)。
第１段階：哺乳類の多くは夜行性であり、直接観察すること

が難しい種であるため、モニタリングにはセンサーカメラを用い
る。カメラの設置を行う際は、児童とともに話し合いながら決め
ることで、設置箇所の周辺の環境を観察し、児童が能動的に学
習できることや、哺乳類を題材にすることでより児童の意欲的
な学習につながることが期待される。
第２段階：生物モニタリングによって得られた記録や動画を

ウェブ図鑑に反映させ、それらを蓄積していくとともに、科学的
な根拠に基づいた情報を提供する。それらの公開により、学校
や社会教育において「地域に根差した教育」に活用する。
　なお、生物モニタリングは筆者が所属する研究室が総合的な
学習の時間の活動に継続的に協力している小学校を対象と
し、小学校が所有している森林がある上野原市八重山におい
ておこなった。

　開発は以下の４つの手順で進め、最終的にウェブ図鑑の制
作と環境教育での活用方法について検討を行った。

(1) 既存資料（動画）の確認と新規撮影
(2) ウェブ図鑑で扱う種、テーマ、内容の検討
(3) モニタリングプログラムの実施
(4) ウェブ図鑑の制作と改善

５．結果と考察
(1) 既存資料（動画）の確認と新規撮影
　本研究室では、2018年から八重山にてセンサーカメラを用い
た調査を行っており、表1に示した計13種の生物が確認されて
いる。
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表1. 過去の八重山調査にて確認された種

　また、2021年においても7月から9月にかけて述べ70日間、
同様に調査を行った結果、表2に示した計7種が確認された。

表2. 2021年の調査で確認された種

(2) ウェブ図鑑で扱う種、テーマ、内容の検討
ウェブ図鑑の「ねらい」を以下のように設定した。
ねらい：里地里山に生息する哺乳類の保全や有害鳥獣に関
する課題等について中山間地域に暮らす市民がバランス
のとれた理解をすること。

前述の八重山での調査結果及び山梨県特定鳥獣保護管理
計画や上野原市鳥獣被害防止計画等を参考に図鑑で扱う種を
表3のように選定した。

表3.ウェブ図鑑で扱う対象種

　図鑑で扱う内容は、生きものの特徴（種名、生息地、食性）だ
けでなく、地域における外来種問題や有害鳥獣に関するデー
タ、生物多様性保全の観点ではレッドリストや保護管理の情報
を含めた（資料1）。
「テーマ」はインタープリテーション計画の手法に基づき、種ご

とにそれぞれ学んでほしい重要な内容を記述した。
種ごとに図鑑ページを作成し、本研究室のホームページ（

https://www.furuse-lab.com/）にて公開した。ページ構成の概
略を図1および図2に示した。
　ウェブ図鑑全体の構成（図1）において、トップページから種ご
との図鑑ページと、本研究室のYouTubeチャンネルの再生リス
トに移動することができ、撮影された動物の映像を閲覧すること
ができる。また、種ごとの図鑑ページ（図2）の「動画」からも、同
様に見ることができる。

図1.ウェブ図鑑全体の構成（一部）

図2.種ごとの図鑑ページの構成（一部）

(3)モニタリングプログラムの実施
　モニタリングプログラムは上野原市内の小学校5年生72名を
対象に行った。小学校との事前打ち合わせで授業の目標は、
「八重山周辺の自然環境について調べ理解を深める」、「八重
山の自然を調べる視点を持つ」の2点を設定した。
　プログラムは、現地授業と事後授業の2部構成で、それぞれ
2021年の10月7日、10月21日に行った。現地授業では、学生
による1時間ほどのガイドのなかで、哺乳類の痕跡を中心とし
た自然観察と児童によるセンサーカメラの設置を行い、事後授
業では、撮影された映像を解説しながら児童とともに視聴した。
事後授業において、児童とともに作成した動物の観察記録の
図を図３に示す。
　なお、モニタリングプログラムで確認された種は、表4に示した
計6種であった。また、撮影された動画の一部をウェブ図鑑に反
映した。
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図3.事後授業の際に作成した地図

表4. モニタリングで確認された種

(4)ウェブ図鑑の制作と改善
制作過程評価と修正

　制作過程評価では、試作したページについて、研究室の指導
教員や小学校の教員よりフィードバックをもらい、主に以下の改
善や反映を行った。
1) タイトルに「テーマ文」を配置
2) 図鑑ページの一部のグラフを表に置換
3)「みんなの動画」にて掲載するモニタリングで得られた動画に
ついては、撮影者の明記

　1)については当初、生物の和名をタイトル（見出し）にしていた
が、重要な学習要素を記述した「テーマ」を見出しとしてページ
上部に配置した。

2)については、小学校の教員から、図鑑ページ内のデータを
算数の時間のグラフ作りの授業に活用したい旨の要望があっ
たため、一部のグラフを表に置き換えた。
　3)については、「みんなの動画」に掲載している上記のモニタ
リングで得られた動画に関して、撮影者として小学校名を明記
した。

プログラムの事後アンケートと評価

　本研究にて制作したウェブ図鑑を、モニタリングプログラムに
参加した小学5年生に見てもらい、Googleフォームを用いたア
ンケートを行った。
　自由記述欄に以下のようなコメントがあったことから、一定の
効果が得られたものと推察される
　・動物の動き方に関心をもった。
　・八重山に生息する動物が多いことがわかった。
　・センサーカメラを通じて動物が間近に感じられた。
　・カメラを仕掛けて映る場所が毎年異なることが分かった。

ウェブ図鑑の環境教育への活用の検討
今回、モニタリングプログラムの対象とした小学校では児童

一人ひとりにノートパソコンが支給されており、授業や自宅学習
時に使用されていた。そのような環境が整っていれば、ウェブ
図鑑は調べ学習などにおいて児童一人ひとりの興味や関心に
応えることができ、とくに総合的な学習での活用を想定できる。
また、小学校の教員から要望があったように、教科横断的な学
習の展開も可能と考えられる。

今後の課題

　本研究にて制作したウェブ図鑑は、制作過程評価に留まり、
本格的な活用までいたらなかった。今後、小学校等で活用し、
教材としての総括的評価を行う必要がある。また、アクセス解
析や、内容の更新、拡充を行い、発展・継続させることが望ま
れる。
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資料1.　対象種ごとのテーマと掲載内容
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資料2.事後アンケート


